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NPO法人「原子分子データ応用フォーラム」設立の趣旨	

(1) 原子分子データを接点とする、データ生産者と収集、利用者

のコミュニティの形成	

(2) 基礎科学や産業分野での原子分子データの利用の促進	

(3) 原子分子データベースの運用を支援する体制の構築	



NPO法人「原子分子データ応用フォーラム」活動の経緯	

2006年8月24-25日 

「核融合プラズマからプラズマプロセスまで　－プラズマ中の原子過程－」	

　　慶大・真壁教授、九大・季村教授、核融合研・加藤隆子教授	

	

2008年12月17-18日	

　「原子分子データ応用フォーラムセミナー（原子分子データのニーズとシーズ

のマッチングを目指して」	  
	

2009年11月25日　NPO法人「原子分子データ応用フォーラム」設立総会	

2010年2月8日　2009年度原子分子データ応用フォーラムセミナー	

	

2010年4月　NPO法人「原子分子データ応用フォーラム」発足	

	

2011年2月2-4日　「原子分子光の素過程とプラズマ分光の研究フロンティア」と

の合同研究会	

	



原子分子データ応用フォーラムセミナー　兼　	  
核融合科学研究所 原子分子データと原子分子過程モデルの活用・普及　研究会	  

O2（酸素分子）を含む原子分子過程を考慮したプラズマ研究	  
	  
【12月13日】	  
13:30	  -‐	  13:45	  受付	

13:45	  -‐	  14:15	  NPOの紹介・分科会の趣旨説明　佐々木（原子力機構）・池田（アテナシス）	

14:15	  -‐	  15:00	  酸素分子と電子の衝突に関する最近の研究　市川行和（宇宙研）	

15:00	  -‐	  15:45	  酸素分子および酸素分子イオンが関係した衝突素過程 田沼肇（首都大）	

15:45	  -‐	  16:10	  休憩	

16:10	  -‐	  16:55	  不平等磁界下の電子輸送　菅原広剛（北大）	

16:55	  -‐	  17:15	  フリーディスカッション	

18:00	  -‐	  20:00	  懇親会（円茶寮、費用4,000円、核融合研との間の（帰路多治見駅経由）送迎つき）	

	

【12月14日】	  
9:00	  -‐	  9:45	  Ar/O2誘導結合プラズマのシミュレーションとRRK理論に基づいたイオン-‐分子反応モデルの紹介　

伝宝一樹（東京エレクトロン）	

09:45	  -‐	  10:30	  大気圧プラズマのモデリング・酸素ガス添加に伴う容量結合型 ＲＦ大気圧ヘリウムプラズマ特

性への影響　小田昭紀（千葉工大）	

10:30	  -‐	  10:45	  休憩	

10:45	  -‐	  11:30	  大気圧酸素誘電体バリア放電のシミュレーション　明石治朗（防 衛大）	

11:30	  -‐	  12:15	  反応速度を考慮した熱プラズマのモデリング　田中康規（金沢大）	

12:15	  -‐	  13:15	  昼食	

13:15	  -‐	  13:40	  半導体レーザによる酸素分子の高速高感度吸収分光計測 　片山光一（京大）	

13:40	  -‐	  14:25	  核融合研の原子分子データベースについて　村上泉（核融合研）	

14:25	  -‐	  15:00	  総合ディスカッション	



「O2（酸素分子）を含む原子分子過程を考慮したプラズマ研究」	  
研究会の趣旨	  



NPO法人「原子分子データ応用フォーラム」の活動	

・ セミナー	  
・ 会報の発行	  
・	  Webサイト	  
・ メーリングリスト	  
（pre-‐data-‐forum@googlegroups.com）	



応用分野の研

究者・技術者	

データ	  
ベース	

原子分子物理

の専門家	

・ 原子分子データの生産者とユーザーのマッチン

グを図り、応用の研究・開発での成果を目指す。	  

・ 研究者・技術者が協力する体制を作り、資源を獲

得し、研究・開発を実施する。	  
	



NPO法人「原子分子データ応用フォーラム」に参加するには	

・ 「原子分子データ応用フォーラム」には、正会員、準会員、賛助

会員があります。	  

・ 準会員は、メーリングリストに登録され、「原子分子データ応用

フォーラム」からの情報を受け取れるようになります。	  
・ 正会員には、NPO法人の会員として、会の運営に積極的に参加

して下さる方のご参加をお待ちしています（年会費　無料、入会

金1口	  1,000円）。	  
・ 賛助会員として、会の運営をご支援下さる方をお待ちしていま

す（会費1口、個人10,000円、団体30,000円、入会金	  10,000円）。	



セミナーの事務連絡	

・ 発表資料を、webサイトにて公開したいので、公表可能な部分

を選んだ上、ご提供をお願いいたします。	  
・ 「プラズマ原子分子過程ハンドブック」を、特価4,500円で頒布

します。	  
・ セミナー終了後、懇親会を行います。現地へはマイクロバスで

送迎を行います（帰路は多治見駅経由）。	  
・ お茶菓子代の「カンパ」を歓迎いたします。	  
　（NPO法人の自立した運営のために）	  
・ 核融合研の宿舎に泊まられる方は、休憩時間中に手続きを

お願いします。	  


